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 多くの生物と同様に陸上植物も水中に暮らす祖先をもつ。水中で暮らしていた緑藻類の

一部は新しい細胞分裂様式を獲得することで複雑な体の形を作り出すに至った。この新規

細胞分裂様式の獲得により駆動される形態的進化が、植物の陸上への進出を促す一因とな

ったと考えられている。本研究は、植物の細胞分裂様式について遺伝子、タンパク質レベ

ルで解析を進めており、植物細胞分裂を分子的に、また進化的に理解することを目的とし

ている。 

陸上植物細胞の分裂様式は動物細胞と大きく異なる。動物細胞が細胞の外部からくびれ

て分裂する一方で、陸上植物は内側から細胞板を作り細胞質を二分することで分裂する。

細胞板形成は中学校の教科書にも記載されている有名な植物細胞分裂過程ながら、その形

成機構の理解は十分ではない。陸上植物における細胞板の形成にはフラグモプラストと呼

ばれる微小管構造が中心的な役割を果たす。フラグモプラストは細胞板成分輸送のレール

として働くことで、適切な位置に細胞板成分を輸送し細胞板を建設する。陸上進出前の植

物は、フラグモプラストを獲得したことで、緻密に細胞板の形成位置を制御することを可

能とした。しかしながら現在までに植物細胞がどのようにフラグモプラストを形成するの

か、その分子的な解析は進んでいない。そこで本研究ではフラグモプラスト形成機構の解

析に取り組むことで、植物細胞分裂様式の理解を進めている。 

微小管の構造や動態は様々な種類の微小管付随タンパク質（微小管に結合するタ

ンパク質群）が制御する。フラグモプラストを構成する微小管も微小管付随タンパ

ク質がその構造形成に関わっている。我々は近年、陸上植物のみが持つ新規微小管

付随タンパク質「CORD」を同定しいている (Sasaki et al., 2017)。今回の派遣期間中

には CORD が細胞分裂中にフラグモプラスト微小管の長さを適切に整えることで

効率的な細胞板形成を促すことを見出し報告した（Sasaki et al., 2019）。加えて原始

的な陸上植物の一種であるコケ植物を用いた解析も開始し、植物が陸上進出した直

後の細胞分裂様式の特徴についての解析を進めている。本講演では、派遣期間中に

得られた研究結果により明らかとなった植物特異的な細胞分裂様式の仕組みと、そ

の結果から推察される植物の陸上化進化に関して考察・発表する。 
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